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文庫をつくったひと

建築家　石憲明さん

船の中のような、あるいはサメのお腹にいるような？ 子ども

たちの自由な想像力を存分に膨らませるべく、天井に取り付け

る照明はできる限り排し、極めてなめらかに。グラフィカルな

デザインの間接照明と、窓からの自然光が温かく空間を包む。

水平・垂直という概念に囚われず、まるで

舳先のように毅然と空に伸びたかたち。屋

根と壁とが美しく一体となり、どの方向か

ら眺めても印象的な外観が生まれた。斜め

に切り取られた窓や、腰掛けて外が覗ける

小窓も子どもたちにとっては楽しい仕掛け。

廊下を隔てた部屋は、ろうそくの灯の下お

はなしの会が開かれる。斜めの壁と天井に

囲まれた小さなスペースが効果的に作用し、

絶妙な居心地のよさを演出する。窓の先の

ウッドデッキに、シンボルツリーであるど

んぐりの木から実が落ちると、カランコロ

ンと音も愉しい。

室内に独特な空間の広がりを生み出

す、傾斜のある壁。本が手に取りや

すいよう子どもの目線を重視しつつ、

本棚も傾いた壁に沿って若干のズレを

つけた階段状に。

「すまうら文庫」という建築
斜めの面が織り成すユニークなシルエットは、まるで船のよう。扉を開ければまたがらりと表情を変え、穏やかな光と

たくさんの本に満ちた温かな空間が広がります。子どもも大人も自然と長く居座ってしまう、すまうら文庫の秘密。

その背景には、随所に散りばめられた建築家 石さんのこだわりがありました。
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石憲明さん

石さんの“わたしの一冊”

建築家。兵庫県生まれ。2005 年一級建築士事務所 seki.design 設立。

林さんとの初めての出会いから 8 年後、2008 年に手がけたすまう

ら文庫は「神戸市都市デザイン賞」を受賞した。2 人のお子さんを

連れ、家族揃ってすまうら文庫に遊びに来ることも。
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通
り
に
で
き
る
こ
と
な
ん
て
な
か

な
か
な
い
で
す
か
ら
」

　

こ
の
〈
箱
舟
〉の
中
に
今
日
も
子

ど
も
た
ち
が
乗
り
込
ん
で
い
く
。

ぎ
っ
し
り
と
本
の
詰
ま
っ
た
本
棚

か
ら
一
冊
を
見
つ
け
出
し
、新
た
な

物
語
の
世
界
へ
と
旅
立
つ
の
で
あ

る
。

たくさんの人が集う様子を見て、「地域に対して意味のある使われ方をして、やっと建築が生きてくる」
と石さんは語る。すまうら文庫を知らない人も思わず足を止めてしまうのが、この建築の力だ。
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